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て，広域分散環境構築に適したフ。ロセス開通信機能である遠隔関数呼びだし CRemote Procedure Call, 





成する上でRPCの導入は大きな利点を持つが， SPL 1 CE/RPCでは，さらに従来の RPCでは
保証されなかった，メッセージの喪失や計算機のクラッシュが発生しても正しく処理が行なわれること
??
を保証したRPCの機能を提供する。また，同時に複数のサーバを利用することができる Multicast R P C 
の機能も提供する o SPLICE/RPCでは， R P C Semantics として exactly once semantics を
採用していることから，データベースの更新といった副作用を持つサーバを構成することも可能であるO


































のサーバを利用することができる Multicast R P Cの機能も提供している。 SPLICE/RPCで
は， R P C Sematics として exactly once semantics を採用していることから，データベースの更新と
いった副作用を持つサーパを構成することも可能である。この SPLICE/RPC は4.3BSD UN 












聞を接続している研究用ネットワーク CW1 DE) および大阪大学計算機センターが中核となって進め
ている学内ネットワークにおいて実装実験が行われているO これにより広域分散処理環境構築の基礎が
できたと同時に運用・管理の技術的用件が明らかになった。
これらの研究は，広域分散処理環境の構築における基礎的な機能を提供するものであり，今後の広域
ネットワーク環境の発展に寄与するところ大であるO よって工学博士論文として価値あるものと認めるO
